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本町では,古墳時代の横穴群が町内の大声,野波の 2地域に各々一箇所ずつ存在す

ることが古 くから知られており,今 までに数多くの上器等が出土 している。

このたび発掘調査された横穴群はそのうちの 1つで,昭和59年島根町誌編纂の時点

で 5穴の横穴が確認されており,「周知の遺跡」として町民に親 しまれてきた。

ところが,本横穴群を含む小具地区の丘陵一帯が昭和60年「急傾斜地崩壊危険区域」

として指定されたため,崩壊対策工事に着手することになった。

そこで,今回その対策工事に先立って工事区域内を発掘調査 し,全容を明らかにし

たのである。あくまでも住民の生命,安全を第一とする立場から,やむなく記録保存

に留める結果とはなったが,調査によって知 り得た資料は,その量,質とも予想をは

るかに上回るものであった。ここに成果を公表 し,今後の当町古代史の解明および文

化財の保護と活用に資することを期 したい。

終わりに,本調査に対 し格別のご援助とご協力いただいた島根県教育委員会文化課 ,

島根県松江土木建築事務所,直接調査を担当していただいた石井悠氏,その他関係各

位に対 し深甚な謝意を表する次第である。

平成 2年 3月

島根町教育委員会

教育長  伊  達

CI号穴出土勾玉、切子工

(左より 図119-8、 9、 10、 11、 12、 13)
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例

1.本書は,島根町大声,小具地区急傾斜地崩壊対策工事に伴い,島根町教育委員会

が島根県松江土木建築事務所から委託を受けて実施 した宮尾横穴群発掘調査の報告

書である。

2.調査の組織は次のとおりである。
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3。 発掘調査に関 して(有 )小谷工務店,大声小学校と石川勝美,山崎武春,石川賢治 ,

石川昌明の各氏から多大な援助を得た。記 して謝意を表する次第である。

4.遺物の実測,写真撮影には石井と宍道があたり,特に土器の実測については島根

大学々生である物部茂樹,間野大丞両氏と本町在住の宮本守人氏の協力を得た。

5,遺物の整理および図面の浄写は奥村美佐子,金津須賀子,田中恵各氏の協力を得

た。

6。 本書の執筆は石井,宍道,湯原があたり,編集は石井が宍道,湯原と協議 してこ

れを行った。

7.表紙の題字は島根町教育委員会教育長 伊達章による。
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みや  お

調査に至る経緯

官尾横穴群は島根県八東郡島根町大学大声の通称小具

地区内に所在する。大声小学校のある丘陵の南東側斜面

麓部に位置 し,昭和48年に島根県教育委員会の分布調査

により確認された周知の遺跡である。

この小具地区の全域を取 り囲む丘陵地は,昭和60年に

島根県から「急傾斜地崩壊危険区域」として指定を受け

た。そこで,昭和61年度から地区全体をA区,B区,C
区に分け, 3ヶ 年計画によって対策工事が行われること

になった。 しかし,前述のように本横穴群がB区に存在

することから,昭和61年 4月 25日 ,島根県教育委員会 ,

島根県松江土木建築事務所,地元住民代表および当教育

委員会の四者で事前協議の上,B区 を含めた工事区域全

体の埋蔵文化財分布調査を実施することになった。

その結果,A区 とC区については遺跡を埋蔵 していな

いことが判明 し,直ちに工事は着手された。一方, B区

については,昭和61年 5月 12日 ,松江土木建築事務所か

ら事前の発掘調査を依頼されたが,当教育委員会単独で

は調査体制がとれず,県教育委員会に援助 と協力を求め

た。その後,関係諸機関と幾度 も協議を重ね,準備を整

えて,今回の調査に至 ることができた。

宮尾横穴群発掘調査報告書

I.遺 跡 の あ ら ま し

1.発掘前の遠景 (北 から)

!:雄
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遺 跡 の 位 置

本横穴群の存在する島根町は,島根半島の北側, 日本

海に面 した位置に当たる。

出雲国風上記記載の大埼濱 (現在の大声海岸)か ら南

へ約100m入 り込んだ狭い谷の西側斜面 (標高約 5～ 16

m)に本横穴群が穿たれている。国指定名勝天然記念物

潜戸からは南西へ直線距離に して約2,500mの地点であ

る。海岸のほぼ中央部に突き出る丘陵の裾部に位置 し,

海辺に密集する家並越 しに日本海を見晴 らす―等地であ

る。地籍の上では,八東郡島根町大字大声字小具2100番

地とその他 7ヶ 所の番地にまたがるかな りの広 さの急傾

斜地をはぼ遺跡の範囲とする。なお,本横穴群の北側に

は,出雲国風上記記載の大埼社 (現在の大崎神社),西

側には島根町立大声小学校が各々近接 している。

また本横穴群から東へ小丘陵 1つ越す と,主要地方道

松江島根線沿いに,細長 く比較的広範な水田が開けてい

る。そ して,そ の東側丘陵の中腹部には, あたかも水田

地帯をはさんで本横穴群と対峙する形で,偉谷古墳が確

認されている。築造時期 も本横穴群 と重なる可能性が高

く,当代の地域史を窺 う上で興味深い。
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4.遺跡の位置 と周辺の地形

2.大崎神社から

3.遺跡周辺の地形 (空中写真)

1000

-2-



1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

富尾横穴群

欅谷古墳

奥垣山古墳

牛谷古墳群

天神山古墳

志賀町古墳

亀田横穴群

8.要害山城跡

9.加賀城跡

10.高渋山城跡

11.城谷の城跡

12.みほしの城跡

13.かんじゃ城跡

14.野波屋床炉跡

島巖分栗島
亀

伸島

γ
熱島鸞>

亀 ↓

島根町内の主な遺跡

現在までに町内の周知の遺跡は14ヶ 所を数える。大声 ,

加賀,野波 3地区各々に分布 している。古墳が中心で ,

縄文・ 秀生時代遺跡は未だ発見されていない。以下,主

要なものを略述する。

大声地区には官尾横穴群 (図 5-1)の ほかに,箱式

石棺を内部主体とする構谷古墳(2)が知 られている。築造

時期は古墳時代後期 (6～ 7世紀)と 考えられる。

加賀地区には 4基の古墳がある。後期の疑似石棺式石

室を備える奥垣山古墳(3),中 期 (5世紀)の長持形石棺

か舟形石棺の特徴を模 した箱式石棺 2基を有する牛谷古

墳(4),同 じく中期型箱式石棺 2基の天神山古墳(5)そ して

多古島 ,

5.島根町内の遺跡分布図

山陰の須恵器編年第Ⅲ期 (6世紀後半)の蓋外が出土 し,

主体部が疑似石棺式石室の志賀町古墳(6)で ある。

野波地区では墳丘を有する古墳は未発見となっている。

3つの支群から構成される亀田横穴群(7)が顕著である。

今までに 8穴の存在が確認されているが,実際には相当

数の横穴が埋蔵されている可能性が高い。

中世戦国時代の尼子氏と毛利氏攻防に関係 した城跡は

町内に6ヶ 所ある。加賀地区には要害山城跡(8)と 加賀城

跡(9),大声地区には高渋山城跡住0そ して野波地区には城

谷の城跡,み ほしの城跡,かんじゃ城跡が認められる。

なお野波地区には山陰海岸部で初めて発見された中世

の野だたら遺構を持つ野波屋床炉跡がある。標高約250

mの丘陵中腹に位置 し,急斜面を切 り開いた約0.5 haの

扇形テラスに設けられている①

凸
訂
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Ⅲ.調 査 の あ ら ま し

調 査 の 方 法

本横穴群は,北～東を向いた高さ10mあ まりの急峻な

斜面で検出された。すでに,崖下や斜面中の平坦面で開

口した横穴と遺物の出上が知 られていた。

現地調査は,平成元年 6月 14日 から開始 し10月 21日 に

至る間の実働33日 をかけて行った。調査対象地の写真撮

影や地形測量 (縮尺1/100,50cmコ ンタ)を行い全体の

地形を把握 したうえで,便宣上A～ Cの 3区に分けて発

掘を行った。検出した横穴をAI号,AⅡ 号穴のごとく

呼んだ。

A区は,北向きの斜面で大崎神社に近い側の斜面上部

の平坦面 (幅 2～ 4m)に設定 した。発掘の進展にとも

ない,予想以上の横穴を検出したので,途中で調査区の

拡張を行った。この調査区では11穴 (内 1穴は不明, 3

穴は工事中発見)の存在を確認 した。

B区は,A区の崖下にあたり,すでに開口している横

穴を中心とした部分に設定 した。 3穴 (内 1穴は工事中

発見)の存在を確認 した。

C区は,東向き斜面の崖下でB区の東側にあたる部分

に設定 した。以前,遺物が出土 したと伝えられる地点で

6穴 (内 1穴は工事中発見)の存在を確認 した。

発掘は,荒掘 りで横穴の存在を確認 した場合,中軸線

と思われる部分にアゼを残 して土層を観察 しながら進め

ることを原則とした。 しかし,AV号 穴は作業の安全性

や能率面を考慮 してアゼを残さなかった。遺構や遺物の

出土状況の実測は原則として 1/20の 縮尺で行った。実

測の基準とした標高は工事用のものを使用 した。

上記の工事中としたものは,調査終了後に調査対象区

外から立会中に発見されたものである。

荒掘作業

6.測量風景

8.遺構精査

9.遺構実測
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10.地形測量図
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A区 の 調 査

前述のようにA区は北向きの斜面に設定 した。標高約

12.5～ 13.5mの 平坦面に南北に設定 した長い調査区であ

る。全体に固く締まった粘質上で掘るのに苦労 したが,

平均の深さ60911を 掘ると地山となり,天丼の崩落 した横

穴の玄室や羨道部あるいは前庭部の輪郭が検出された。

完全な形で残されているものはなかったが,大部分がか

なり良好な形で検出された。

Ⅶ oⅧ号穴は,調査対象区域から外れる部分に広がっ

ていたので,発掘は部分的なものになった。

I・ I号穴は,そ の形態や規模から小児用 (Ⅱ 号穴は

後述のようにⅦ号穴と一体のものとも考えられる)と思

われるが,詳細は不明である。 Ⅲ,V号穴は前庭部が失

われているが,羨道部と玄室がかなり良好に保存されて

いる。玄室は方形プランをもつ横断面三角形の妻入リテ

ント形のものである。 2穴並んではぼ同一 レベルに穿た

れている。Ⅳ号穴は長い前庭部,羨道部を有 し,玄室は

奥に向って長い長方形プランを有する。横断面三角形の

妻入 リテン ト形のものと推定される。Ⅶ号穴は,長い前

庭部,羨道部を有することはⅣ号穴と同様であるが,玄

室の形態については部分発掘であるため不明である。Ⅷ

号穴は,前庭部と羨道部のみを発掘 した。東側の壁と床

面のみを検出したにとどまるので,詳細は不明である。

Ⅳ・ Ⅶ・ Ⅷ号はほぼ同一 レベルに並が。

I・ 1・ Ⅵ号穴及び工事中発見のものを除 く全ての横

穴から何 らかの遺物が出土 している。比較的保存がよく

床面は荒されていない。須恵器が多く,他に鉄製品,耳

環,玉類がみられる。

工事中発見のものに,Ⅸ・ X・ �号穴及びSK �があ

る。 Ⅸ～�の各遺構は頂部法面の掘削で断面が現われ,

ほぼ同一 レベルに並ぶ。 III号穴はBI号穴と同一 レベル

で,同一方向に開口する。

11.A区の横穴配置図 (Ⅸ・X・ �号穴,SK� を除 く)
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口づ 穴

A区の崖裾部の地山に穿 ったもので,床面の標高は約

12.5mで ある。最大幅100clll,奥 行 き,70cm,床面から

天丼の最高部まので63crllを 測 る。長楕円形プランをもつ

小穴である。床面は掘 りくばめられ開 口部分より奥の中

央部は低 くなっている。閉塞石とか遺物は全 く検出され

なかった。

穿たれた時期について詳細は不明であるが,周辺の状

況からA区内の各横穴とほぼ似かよった時期のものと考

えられる。またこの小穴の性格については,推測の域を

脱 しきれないが,小児埋葬用のものと考えられる。

これもA区の崖裾部の地山に穿ったもので,床面の標

高は約12.6mである。最大幅82clll,中心部の奥行き44cln,

残存する奥壁の高さ46calを測る。長楕円形プランをもっ

ていたものが, Ⅵ号穴によリー部削 り取られたような形

状を呈 している。

閉塞石や遺物が検出されなかったため,穿たれた時期

は不明であるが, I号穴同様のものと考えられる。 しか

し, Ⅵ号穴との関連で考えてみた場合, この小穴が単独

に穿たれたものであると仮定するならば, Ⅵ号穴より古

いものと考えられることができる。(AⅦ号穴の項を参

照)そ の場合, I号穴同様小児埋葬用のものと考えるこ

とができる。

2m

口τⅡ 穴

12.I号穴実測図

14.Ⅱ 号穴実測図

ぺ
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13.I号穴

15.Ⅱ号穴
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口巧Ⅲ 穴

位置と横穴群の形態

Ⅵ号穴が存在 したとすれば,そ の下部に穿たれた横穴

である。床面の標高は約9.8mで ある。

天丼部は落盤のためほとんど失われているが,羨道の

一部と玄室床面,奥壁は保存状態がよい。主軸に沿 って

残された全長は306clnを 測る。羨道部は玄室のほぼ中央

から主軸に対 して約10° 東に傾いた形で穿たれている。

残された全長72cln,幅71clnを測 り,床の横断面U字形を

呈す。閉塞石 とみられる石組の下部が残 されていた。玄

室は奥行234clll,幅 234cmの 方形に近いプランをもつ。奥

壁の形状などから,横断三角形の妻入テン ト形 (四注式

系,三角形断面,妻入)の横穴と推定 される。

遺物等の検出状況

玄室内は,板状石と玉砂利が敷きつめられた状態のと

ころに須恵器,土師器片,刀子,鉄鏃,耳環が検出され

た。玉砂利は玄室内床面積の約3/4の 範囲に及んだ。玉

砂利を除去すると,室内の東側半分は板状石が,西側は

約10clnの 厚 さで玉砂利が敦きつめられていた。玉砂利 tま ,

小さいもので径約 2帥,大 きいもので鶏卵大の屯のが主

となり, コンテナ (内法34clll× 54clm× 15cln)2箱分に及

が量が使用 されていた。玄室内の壁に沿って幅約 10clll内

外の濤が検出された。全周 していないが,室内の排水に

は充分役立つものと考えられる。板状石はさまざまなも

のが用いられているが,奥壁側のもののい くらかは,石

の形状から本来一枚石であったが,玄室内に運ぶために

小さく割 って敷いたものと推定できる。板状石の除間か

ら須恵器,耳環が検出された。追葬等の際にはまり込ん

だものであろうか。

玄室内の東壁 ぎわ床面から約80硼上の評分で高不 と提

瓶各 1(図 19,28-20。 24)が検出されているが,天丼

の落盤後に流入 したものと考えられる。平瓶については ,

その破片が玄室内奥壁床近 くや玉砂利中から検出されて

16.出土遺物・玉砂利検出状況

(スクリーントーンは玉砂利 )

いる。床面の破片については流れ込みも考えられ, Ⅵ号

穴のものとも推定できる。旧地権者の話によると,ち ょ

うどⅢ号穴の上部にあたる部分に横穴が存在 したという。

(AⅥ 号穴の頂参照)

上層の堆積状況

落盤 した玄室の羨道部側天丼部からの流入土が充満 し

ていた。前述の平瓶もこの時に転落 したものと思われる。

17.出土遺物・玉砂利検出状況
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19.皿号穴転落土器の出土状湖 21.Ⅲ号穴玄室南東側

20.Ⅲ号穴玄室北西側 22.Ⅲ号穴玄室北東側

23.Ⅲ号穴玄室玉砂利除去後
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24.掘 り上げた玉砂利

出土遺物

須恵器 芥蓋,外身,高芥,小型重,平瓶,取など本横

穴群中で最 も多 くの須恵器が出土 した。それぞれの特徴

等については表 1の とおりである。これらの上器のうち,

芥蓋,芥身,磁には山陰の須恵器編年 Ⅱ期に属する志の

が含まれ るが,他 はⅣ期に属す るものと考えられる。

(図28-1～25)

土師器  うす手のもので小破片であるため判然としない

が,界の破片と推定 される。

鉄器 刀子 4,鉄鏃 1が 出土 した。 (図30-1～ 5)1は

両関の刀子で,茎と錮は判然としない。刃部中程から折

れ,残 された部分は9,3cmを 測る。 2は両関の刀子で ,

鉛の部分から茎にかけて木質が残るが,飢は不明である。

切先を少 し欠 くが,全長13.lcmと 推定される。 3は両関

の刀子で,茎に木質が残る。刃部及び茎の一部を失い
,

残 された長 さは7.9cmを 測 る。 4は無関の刀子で,木質

が若千付着 している。全長13.6cmを 測る。 5は細根式の

鉄鏃でかえりのないタイプである。

耳環  3個出上 している。 (図30-6～ 8)6は比較的保

存のよい金環で,長径2.2cln,短径2.Ocm,太 さ0.4～ 0.5

cmを 測る。 7と 8は質が悪 く金環か銀環か不明である。

それぞれ長径2.2cm,短径2.lcm,太さ0.4～0.6cmを測る。

25.Ⅲ号穴玉砂利堆積状況

26.Ⅲ号穴奥壁天丼部

27.Ⅲ号穴奥壁基部
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表 l Ⅲ号穴出土須恵器観察表

番

号
器  種

法  (cm)
胎 土 焼  成 色  調 備 考

口 径 胴 径 1底 径 1器 高

1 芥 蓋 12 7 43 細砂を多 く含む 良  好 灰  色

届 郡 に 2条 の況 線 を殖 じ贈 帝 を つ くる。 慎 罰,に ヘ ラ記 号。
内面 口縁 端 に 1条の沈線 が あ る。
外 面 ―天 丼部 ヘ ラケ ズ リ,下 部 回転 ナ デ
内面 ―天 半榔 器 Iト ナデ 下 記 回転 ナ デ

2 12 1 暗 灰 色
日
外

内

付近に 1条の浅い凹線が1/4周する。
一天丼部ヘラケズリ,下部回転ナデ
ー天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

3 細砂を合む 灰 白 色
頂部にヘラ記号。
外面―天丼部ヘラケズ
内面一天丼部静止ナデ,

一アナ
デ

転
ナ

回
転

部
回

下
部，下

4
細砂を多く含む
大粒の砂もある

灰   色

頂部にヘラ記号。 日縁部端が内傾 している。
外面―天丼部ヘラケズ リ,下部回転ナデ
内面一回転ナデ

5 47 細砂を多く合む
色
色

灰暗
灰

頂部にヘラ記号。 口縁部端が内傾 している。
外面―天丼部ヘラケズ リ,下部回転ナデ
内面一天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

6
細砂を多く含む
大粒の砂もある

灰 白 色
内面―天丼部ヘラケズリ,下部回転ナデ
内面一天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

7 40 細砂を含む 灰   色

頂部にヘラ記号。
外面―天丼部ヘラケズリ,下部回転ナデ
内面―天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

8 芥 身
(受部)

13 7
43 細砂を多 く含む

内面 口縁の屈曲部に 1条の沈線がある。
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面一上部回転ナデ.底部静止ナデ

9
(〃 )

14 1
細秒を合む 灰 白 色

外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

(〃 )

13 1
大粒の砂を含む

色
色

灰暗
灰

外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

11 10 5 牝と♂I Ⅲ 9 石英を含む 黒 灰 色
内
外
内

口縁の屈曲部に明瞭な線が入る。
一上部回転ナデ,底部ヘラ切り痕
―上部回転ナデ,底部静止ナデ

(″ )

13 1
細砂を多く含む

色
色

灰暗
灰

外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

( 〃 )

137 細砂を含む
色

色

白灰
灰

外面一上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

・■≒とゴ 灰   色

底部にかすかな×状のヘラ記号
外面―上部回転ナデ,底部ヘラ切 り痕
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

10 6
(″ )

13 1
細砂を含む

色
色灰

灰
淡

内面口縁の屈曲部に明瞭な線が入る。
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

( ″ )

126 細砂を多く合む 灰 白 色
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

17 93
(″ )

11 4
細砂を含む 黒 灰 色

内面に径2 5mmの 円文 2,長径 2 mmの だ円文 1が ある。
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

高 界
(脚 )

50 54 細秒を多 く含む
脚部に径 5 mmの 円形すかし1がある。
全面一回転ナデ

(〃 )

61
外面―芥下部ヘラケズリ,他は回転ナデ
内面一回転ナデ

(〃 )

83
細砂を合む
大粒の砂もある

外部は大きく広がる。脚部に台形すかし2が ある。
全面一回転ナデ

(〃 )

10.6
密

外部は大きく広がる。脚部に三角形すかし2がある。
全面一回転ナデ

小 型 豆 68 i 104 細砂を多く含む

大粒の砂もある

底面にヘラ記号がある。
外面―底部ヘラケズ リ,他は回転ナデ
内面―底部近 くまで回転ナデ

75 76 細砂を多く含む
外面―B同部より上回転ナデ,下部ヘラケズリ,底部ヘ

ラ切 り痕
内面一回転ナデ,底部静止ナデ

平 瓶 16 0 砂粒を含む
色

に
釉

灰
面
然

淡
全
自

胴 部 上 面 に把 手 の退 化 した は りつ け浮 文 2が あ る。
外面 ― 口縁 ～ 頚部 回転 ナデ,胴 部 カキ ロ,底 部 ヘ ラケ ズ リ
内面 一 回転 ナ デ,底部 不 明

転 13 9 細砂を多く含む
色
色

灰暗
灰

口縁下端 と頚部に各 1条,胴部に 2条の沈線が入る。
外面一口縁～胴部上半部回転ナデ,下部ヘラケズ リ
内面一回転ナデ 底部不明
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29.Ⅲ号穴出土須恵器
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∇       D

域 ⑩ 翁
30.Ⅲ 号穴出土遺物実測図
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31.Ⅲ号穴出土耳環
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口巧Ⅳ 穴

位置と横穴の形態

調査区の中央よりやや西に寄った部分で検出された。

床面の標高は約m.5mで ある。玄室の内部は後世の利用

のためか再加工されており,玄室および羨道部の天丼は

失われている。 しかし,再加工面から下の部分は良好な

保存状態を保っている。横穴の全長は主軸に沿って6.7

mと 本横穴群のうちで最も長いものである。前庭部は長

さ234cal,幅 110clnを 測る。羨門部よリー段低 くなってい

るが,床は平坦である。羨道部は204clllと 長いもので,

羨門部に閉塞石用のくり込みを設けている。幅は羨門で34

cln,玄 門で93clllを 測 り,奥に進むにつれて広 くなってい

る。底部はU字形にくぼんでおり,側壁も湾曲している

ことから,羨道は横断面楕円形をしていたものと考えら

れる。羨門から奥の部分にかけて,閉塞石の石組が検出

された。羨門付近下部の石組は,検出状況から遺体埋葬

時のものと思われるが,羨道中程の閉塞石はかなり古い

時点で動かされたとも推定できる6玄室は奥行き232clll

幅186cHlを 測る長方形プランをもつ。壁に沿って排水濤

が設けられているが,全周 していない。また玄室床面に

人頭大の河原石が検出されたが,配列等に規則性はみら

れない。後世の再加工のため判然としないが,玄室内の

東西両壁の傾斜などから,横断面三角形の妻入テント形

と推定できる。

表 2 Ⅳ号穴出土須恵器観察表

土層の堆積状況

横穴内部には流入土が充満 していた。いつかの時点に

開口あるいは天丼部の崩落があったらしく,玄室床面付

近に斜めに堆積する土層がみられる。その後,前庭から

羨道部にかけて黄色ブロック入土層の上面が平坦になら

されている。この層から上面の玄室内壁および天丼は再

加工された部分があり,下の面は元の状況を比較的よく

残 している。

32.Ⅳ号穴羨道部

33.Ⅳ号穴閉塞用石組

香

号 器  種
寸 法 (cnl)

胎   土 焼  成 色  調 備 考
口 径 I胴 径 i底 径 i器 高

l 不   蓋
細秒を多く含む
大粒の砂もある

良  好 黄 灰 色
内面天丼部にヘラ記号。
外面―天丼部静止ナデ,下部回転ナデ
内面一回転ナデ

亦   身
(受部)

12.5
組砂を含む 暗 灰 色

口縁端の断面はシャープである。
外面一上部回転ナデ,下部ヘラ切 り後静止ナテ
内面―上部回転ナデ,底部静止ナデ

甕 28 5 砂粒を含む 暗 灰 色
外面―口縁部回転ナデ,胴部平行タタキ後水平方向の
カキロ
内面―口縁部回転ナデ,下部同心円状のタタキ

4 平   瓶 9.7 細砂を含む
色

色灰

灰

黒

肩部に把手 2がある。
外面―口縁～預部回転ナデ,下部格子状のタタキ。
内面一回転ナデ,同心円状のタタキ
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35.Ⅳ号穴羨道部石組及び遺物出土状況

36.Ⅳ号穴羨道部遺物出土状況 38.Ⅳ号穴羨門部

37.Ⅳ号穴玄室 39.Ⅳ号穴羨門部から玄室をみる
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玄室内で須恵器甕片,鉄

鏃,金環,羨道部で外,中

形の甕,大形の平瓶が検出

41.Ⅳ 号穴出土遺物実測図  された。甕と平瓶は羨道部

玄門付近の両側壁部に置かれていた。

出土遺物

須恵器 器形のわかるものは4個ある。それぞれの特徴

10cm

40.Ⅳ号穴出土須恵器実測図

については表 2の とおりである。芥蓋,芥身は山陰の須

恵器編年Ⅳ期のものである。 (図40-1～ 4)

鉄器 鉄鏃の茎部分と推定されるものが 1点出土 した。

(図41-1)長 さ3.5cHlを測り,木質が若干付着 している。

耳環 2個出土 した。 (図41-2・ 3)21よ 金環である。

長径2.lcll,短径1,9cHl,太 さ0.3～ 0.5cHlを 測る。 3は金

環の破片であるが,太 さが0.3clllの細いものである。い

ずれも金の部分がかすかに残る程度である。

-19-
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口τV 穴

位置と横穴の形態

Ⅲ号穴とⅣ号穴の中間に位置 し,床面の標高約10.3m

で, Ⅲ号穴とほぼ同一 レベルに穿たれている。天丼部は

落盤のため失われているが,本横群中で最 も保存の良い

ものである。全長は主軸に沿 って392cmを測 る。前庭部

に相当する部分はごくわずかで,主軸に沿って24cmの 長

さを残すのみである。前庭部は存在 しなかったか,あ る

いは崖 くずれ等によって失われたのであろう。羨道部は

長 さ128cm,幅 70cmを 測る。河原石によって閉塞 された

状態で検出された。玄室のはぼ中央から主軸に対 して約

10° 東に傾いた形で穿たれ,羨道の横断面は鶏卵形を呈

している。羨門の閉塞石用 くり込み基部には浅い掘 り込

みが存在する。玄室は方形プランで奥行240cm,幅232cm,

奥壁部の高さ184cmを 測 る。奥壁 はやや湾曲 しなが ら立

ちあがっている。横断面三角形の妻入テン ト形の横穴で

ある。床面に,ま ,側壁に沿った部分と奥壁付近から主軸

に沿った部分に排水濤が掘 られ,玄門付近でまとめられ

ている。

土層の堆積状況

この横穴は玄室天丼部が落盤 していたため,大部分が

地山のブロックを含む落盤土で充満 していた。床面近 く

に明褐色粘上が認められ,そ の上部に羨道部の閉塞石付

近から暗黒禍色上が斜めに堆積 していた。いつかの時点

で玄門付近が崩落 し, しばらくしてから天丼部の落盤が

あったものと思われる。

遺物等の検出状況

玄室内に河原石が点在 し,出土遺物には須恵器,刀子 ,

耳環,勾玉がある。

出土遺物

須恵器 不蓋,外身,高邦,壷,提瓶,平瓶,磁が出土

している。それぞれの特徴については表 3の とお りであ

る。芥蓋には山陰の須恵器編年 Ⅲ期末に属するものも含

43.V号穴閉塞状況

44.V号穴羨道部

45.V号穴奥壁天丼部

46i V号穴奥壁基部
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47.V号穴実測図



48.V号穴玄室南西側 50.V号穴玄室北西側

49.V号穴玄室南東側 V号穴玄室北東側

52.V号穴玄室

難

#
,■ミ=

浄号
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まれるが,他の外蓋,外身,高芥,磁などはⅣ期の特徴

を示 している。 (図53-1～ 13)

刀子 刃部から茎にかけて次第に細 くなる,ややあいま

いな両関タイプのもので,茎に木質と鹿角 (?)と も考

えられる白いものが若千付着 している。刀と茎の一部が

失われ,長さ7.5clllを 測る。 (図55-1)

耳環  5個出土 している。 (図55-2～ 6)2はかなりい

たんだ金環である。長径2.3cll,短径2.2clll,太 さ0.5～0,7

clnを測る。 3はかなりいたんだ銀環である。長径2.3clll,

短径2.lcm,太 さ0.3～ 0.4cmを 測 る。 4は きわめて保存

が悪 く金環か銀環か不明である。推定長径2.3帥,短径2.1

cm,太 さ0.4～ 0.6cmを 測る。 5は きわめて保存が悪い金

環である。推定長径2.9cm,推定短径2.7cm,太さ0.6～0.7

釦を測る。 6は きわめて保存が悪 く金環か銀環か不明で

ある。推定長径3.lcln,推定短径2.7cln,太 さ0.5～ 0。 9cm

を測る。

勾玉 水晶製のもので,長さ2.6cm,厚 さ0.7cmを 測る。

穿孔は片面から行っている。 (図55-7)

表 3 V号穴出土須恵器観察表

番

号 器  種
寸 法 (cm)

胎 土 焼  成 色  調 備 考

口 径 1胴 径 1底 径 1器 高

l 外 蓋 細砂を多く含む 良  好
色

色

灰黒

灰

肩 部 に 1条の沈 線 が あ る。 口縁 部 端 は わず か に内傾 す る。

外 面 ―天 丼部 ヘ ラケ ズ リ,下部 回転 ナ デ

内面 ―天 丼部 静 止 ナデ ,下部 回転 ナ デ

11.9 暗 灰 色
口縁部はわずかに内傾する。
外面一天丼部ヘラケズリ,下部回転ナデ

内面―天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

3 37
細砂・石英を多く

含む

淡灰褐色

灰  色
外面一天丼部ヘラケズリ,下部回転ナデ
内面―天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

4 100 細砂を多く含む 暗 灰 色
外面―ヘラ切り後静止ナデ,下部回転ナデ

内面一回転ナデ

5 芥 身
(受部)

10.5
細砂,石英を含む

色

色灰

灰

淡
外面一上部回転ナデ,下部ヘラケズリ,静止ナデ

内面―上部回転ナデ,下部静止ナデ

6 高 芥 90
(脚 )

70 細砂を若千含む 濃青灰色

脚 部 にす か しの切 り込 み 2が あ るが貫 通 して しない。卿 円

面 に上 下 方 向 に 3本の ヘ ラ記 号 が あ る。

外面 一 回転 ナ デ

内面 ―芥 底 部 静 止 ナデ,他 は回転 ナ デ

7 笙 127 細砂を含む 青 灰 色
外面一回転ナデ,底部ヘラケズリ
内面一回転ナデ

8 提 瓶
13.4

138
推定
19 0

細砂,石英を多く

合む
淡 灰 色

肩部に把手の退化したはりつけ浮文 2が ある。
外面―口縁～頚部回転ナデ,胴部ヘラケズリ

内面一回転ナデ

9 平 瓶 細秒を含む 暗 灰 色

肩部 に把 手 の還 化 した は りつ け浮 文 1が あ る。 黒 色 の ガ ラ

ス質 が付 着 して い る。

外面 一上 部 回転 ナ デ,下 部 ヘ ラケ ズ リ

18.6 17 8 砂粒を含む 白 灰 色
胴部に2条の平行沈線がある。把手はない。
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面一回転ナデ

転
定

マ

推

９

推定
13.2

密 灰   色

預部と胴部に各 2条の平行沈線がある。
外面一上部回転ナデ,下部ヘラケズリ

内面一回転ナデ

115 細砂を多く含む大

粒の砂もある

色

色

灰暗

灰
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズリ
内面一回転ナデ

推定
10.5

137 密 暗 灰 色
外面一子しより上部回転ナデ,下部ヘラケズリ

内面一回転ナデ
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53.V号穴出土須恵器実測図
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QQΩ⑥⑥
55.V号穴出土遺物実測図

Ⅲ号穴の上面にあたり,床面の標高は約12.5mである。

横穴かどうか不明であるが,奥壁にあたる部分に人為的

な加工の跡がみられる。旧地権者の話などから,島根町

誌に紹介されたNo lの横穴とも考えられるが,不明であ

る。横穴であるとすれば,前述の I号穴はⅥ号穴の壁に

さらに掘込まれた棚状のものと言えよう。逆に横穴でな

いとすれば, I号穴を穿った後に何らかの理由で奥壁に

穴口巧Ⅵ

5                6

56.V号穴出土遺物

あたる部分を加工 したものと考えられる。

出土遺物は検出されなかったが, Ⅲ号穴の項で記 した

高外や平瓶 (図28-20・ 24)は Ⅵ号穴から転落 した可能

性がある。また,正確な出土地点は不明であるが,島根

町誌には山陰の須恵器編年Ⅲ期に属する磁が紹介されて

いる。前述のNo lの横穴出とも考えられる。

58.Ⅵ号穴

57.Ⅵ号穴実測図
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Ⅶ 号 穴

位置と横穴の形態                   に堆積 していると言ってよいであろう。

Ⅳ号穴の西側, Ⅷ号穴との中間に位置 し,床面の標高    遺物の検出状況

は約11.4mで ある。羨道部と玄室の天丼は既に失われて    羨道部と玄室で須恵器,玄室で大刀が検出された。

いる。発掘 した部分の全長は主軸に沿って496cmを 測る。    出土遺物

前庭部は羨道部 との境が判然としないが,長 さ259cm,   須恵器 芥蓋,外身が出土 した。それぞれの特徴は表 4

幅116cm前後を測る。羨道部は長 さ168cm,幅 118～87cm   のとお りである。玄室内西側床面から出土 した外蓋は山

を測 り,羨門あた りから奥にかけて閉塞石の石組が検出   陰の須恵器編年 Ⅲ期末～Ⅳ期と考えられるが,他の遺物

された。Ⅳ号穴と同様に, この石組は上半分は失われて   はⅣ期に属する。羨道部出上の輸状つまみをもつ蓋と玄

いた。前述のように玄室は調査対象区内の一部のみを発   室内出上の高台付芥は一対のものであろう。 (図65-1

掘 した。調査羨の壁にあらわれた東壁の断面から,横断   ～ 5)

面三角形の妻入テン ト形と推定できる。前庭部から玄室    大刀 かなり銹化の進んだものである。発掘区域内で

にかけて,床面は断面U字形にくばんでいる点が他の横   検出した部分のみを採取 したので,全体は不明である。    子

穴と異なっている。                   刃幅 3 cm前後の直刀で,採取 した部分の全長は切先から

土層の堆積状況                    34.4cmを 測る。刀身のみで,把頭および輪金具等は検出    ェ

調査対象部分の羨道から玄室にかけては,か なり早い   されなかった。 (図 66)

時点で落盤 したらしい。土層は巨視的にみた場合,水平

表 4 Ⅶ号穴出土須恵器観察表

番

号
器  種

寸 法 (cm)
胎   土 焼  成 色  調 備 考

口 径 1胴 径 1底 径 1器 高

1 芥   蓋
細砂を多く合む大

粒の砂もある
良  好 淡 灰 色

肩 部 に 1条の沈線 が あ る。 内面 口縁 付近 に 1条の沈線 が あ る。

外 面 一天 丼部 ヘ ラケ ズ リ,下 部 回転 ナデ

内面 ―天丼 郡静 止 ナデ,下部 回転 ナデ

2 砂粒を含む 淡黄灰色
頂部にヘラ記号
外面―天丼ヘラケズリ後静止ナデ,下部回転ナデ
内面一回転ナデ

3 15 7 細砂を多く含む 灰  色

輪状つまみをもち,縁端部内面はかえ りがつ く。内面天丼部にヘラ
記号。
外面―つまみ部 と縁端部が回転 ナデ,中間部はヘラケズ リ後回転ナ
デ
内面―天丼静止ナデ,下部回転 ナデ

4 芥   身

高台がつく。外部内面にヘラ記号。
外面一回転ナデ
内面一回転ナデ

5 甕
色
色

灰
灰

黒
暗

頚部破 片 ,平 行 す る沈 線文 の間 に クシ描 き波 状 文 を施 す。

外面 一回転 ナデ

内面 ―回転 ナデ
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Ⅶ号穴玄室

61.Ⅶ号穴玄室 63.Ⅶ号穴羨道部石組除去後

62.Ⅶ号穴羨道部閉塞用石組 64.Ⅶ号穴羨道部石組除去後
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66.Ⅶ号穴出土大刀実測図

0               1ocm

65.Ⅶ号穴出土須恵器 実測図
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口τⅧ 穴

位置と横穴の形態

Ⅶ号穴の西側に位置する。床面の標高は約11.3mで あ

る。調査区の西端 ぎりぎりに存在 してお り,前庭部から

羨道部に至 る部分の東壁および床面のみを発掘 した。発

掘 した部分の全長は主軸に沿 って420cmを測 る。前庭部

端から約280cmの あた りで東壁に変化がみ られる。東壁

と対称的な西壁を推定すると,前庭部より幅が広 くなる

という点で他の横穴と異なるが,羨道部かと思われる。

主軸に沿 って約140cmの長 さを検出 した。床面は特に変

化はないが,約 10° のゆるやかな傾斜をもつ。閉塞石は

検出されなかった。

土層の堆積状況

何層かに分けられるが, 自然的な堆積を示 し特に乱れ

68.Ⅷ 号穴実測図

た層はみられない。羨道部とした部分の天丼部はかなり

早 くから崩落 していたのであろうか。

出土遺物

須恵器甕片と思われる小片数点がある。
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石 組 遺 構

Ⅶ号穴とMll号穴の間の部分に位置する。平坦面の北端

にあたる部分に置かれ,当初は横穴の閉塞石かと考えら

れたが,単独のものであった。長径100cln,短径50cm,

厚さ約20crllの扁平な割石 1と 人頭大の割石 5が据えられ

ていた。扁平割石は,傾斜 した状態で検出されたが,あ

たかも墓前祭の祭壇のような石組である。

石組の下は,径50cm内 外の浅い土疲 4が検出された。

遺物は検出されず,墓前祭の行われた痕跡も不明であっ

た。

|

|

「 ‖

72.Ⅶ号穴 とⅧ 号穴の間の石組実測図

74.石組近景

::主基纂琴
麟 鵡

75.石組近景

76.石組下土境
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Ⅸ oX号穴,SK�

A区頂部の法面掘削工事で検出されたもので,ほぼ同

一 レベルに並んで存在 している。 (図79)と ずヽれも法面

に断面があらわれている。調査は実測,写真撮影,遺物

採取を行ったのみである。

Ⅸ号穴

Ⅵ号穴の東側上部にあたる。床面の標高は約14.8mで

ある。法面にあらわれた断面は,上端の残存幅約160硼 ,

床面幅約40all,中央部の深さ約90clllを測る。前庭あるい

は羨道にあたると思われるが不明である。他の横穴の前

庭部と比べると幅がせまく,羨道部とするには断面の形

状に不自然な点がある。横穴意外の土壊とか濤状遺構で

ある可能性も強い。断面に出土遺物はなかった。
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77.SK� ,X・ Ⅸ号穴断面
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78,SK�断面
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79.Ⅸ oX号穴,SK�断面実測図



X号穴

Ⅸ号穴の東側に位置 し,本横穴群では最も高い地点に

存在する。床面の標高は約15,9mで ある。断面の上端幅

約90cln,床面幅約50cal,深 さ約40clllを測る。Ⅸ号穴と同

様,横穴とするには断面の形状から不自然な点もあり,

ELA,濤状遺構の可能性もある。断面に出土遺物はなかっ

ス
=。

SK �

X号穴の東側に位置する。底面の標高は約15。 3mであ

表 5 SK �出土須恵器観察表

圧 _1__へ1     2
0               10cm

80.SK�出土須恵器 実測図

BI号穴の西約10mの ところに存在する。床面の標高

は約5.2mで,BI号穴とともに本横穴群中で最 も低い位

置に穿たれている。島根町誌に紹介された横穴である。

この横穴の実在を知ったのは,調査中のことであり,

当該部分は土捨て場となっていたころであった。旧地権

者によると,最近まで使用 していたが,土を入れてコン

る。東側は検出されていないので,正確な数値は不明で

あるが,上端幅約360clll,底面幅約220cm,深 さ約90cmを

測る。検出された遺構の幅から横穴の玄室とも考えられ

るが,断面の形状や遺物包含層から土羨と判断 した。

土羨内第 2層の暗黒褐色土に須恵器片が包含されてい

る。底面には遺物が見あたらない。須恵器は必およひ甕

の破片で,外蓋は山陰の須恵器編年Ⅳ期に属する。 (図80

-1・ 2)

番

号 器  種
寸 法 (cal)

胎   土 焼  成 色  調 備 考
口 径 1胴 径 1底 径 1器 高

l 芥   蓋
定

姥

推

Ｈ

定

，
０

推

３
細秒を含む 良   好 灰   色

外面一回転ナデ
内面一回転ナデ

2
色

色臨黄
灰

輪状つまみをもち,縁端部内面はかえりがつく。
外面一天丼部ヘラケズリ後回転ナデ,下部回転ナデ
内面―天丼部静止ナデ,下部回転ナデ

口巧� 穴

クリー トでかためて しまったとのことであった。

工事立会で検出された横穴は,か なりいたんでおり天

井部も崩落 したりしている。調査の結果,主軸方向に沿っ

て全長約300clnの 方形プランをもつ妻入 り丸天丼のパイ

プであると推定 された。羨道部はかろうじて床面に残 さ

れた痕跡から幅80～ 90cllIの ものであることが判明した。
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玄室は長さ約250clll,幅 214～ 246clllを 測 り,羨門側が狭

くなっている。

再加工 して利用されたらしく,羨道部の幅が広げられ

ている。床面は平坦であるが,側壁に沿って径20cal内外

の浅いピットが検出されている。このピットも後世のも

のである可能性が強い。内部の床面直上からビニール袋

等現代の遺物が検出され,旧地権者の言のとおりごく最

Ｅ
Φ
卜
．寸
Φ
め
ＷＷ
コ
ー
ー
！―
‐

近まで使用されていたものであった。この横穴に伴 う遺

物はなかった。島根町誌にも記されていない。

―― L==564.7cm

81.�号穴
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82.�号穴実測図



B区 の 調 査

A区の崖下で既に開口していた 1号穴のあたりをB区

と称 した。平面図でみると,A区の横穴群から東に6～

8m離れた位置となる。

I号穴は,調査直前まで物置として利用されていた。

玄室は羨道部との境界がはっきりしない細長いものであ

る。CV号穴とともに異質のパイプで,後世の加工によ

る変形とも考えられる。

前述のように,既に開口していた横穴で島根町誌に紹

介されたNo 4の横穴にあたるものと考えられる。床面の

標高は約5.6mで A�号穴とはぼ同一 レベルに穿たれて

いる。横穴の前面に接する形で民家が建てられ,調査直

前まで物置として利用されていた。

横穴の全長は,主軸に沿って462clnを 測る。羨道部は

玄室との境があいまいであるが,長さ154clll,幅 111～ 128

cmを測る。羨道と思われる部分の天丼は失われている。

玄室は長さ308cm,奥壁部の幅220cln,高 さ130cmを測る。

奥壁および東西両側壁は床面に対 して,ほぼ垂直に立ち

あがり,平天丼をもつ。床面に濤はない。物置として利

用するにあたって,再加工されたようであり,天丼およ

び側壁には加工痕が残っていた。特に天丼部は,奥壁よ

り手前 lmの あたりから大きく崩落しているため,元の

状況はわからない。本横穴群のどの横穴と比べても異質

のタイプのものと言えよう。この横穴に伴う遺物につい

ては不明である。

口巧 穴

I号穴は,崖 くずれか掘削のため大部分が失われ,玄

室の奥壁のみが残 されていた。方形プランを有するもの

と推定 される。

Ⅲ号穴は,法面工事中に発見されたもので残念ながら

奥壁と思われる部分がわずかに残っていた。位置を記録

したのにとどまり発掘を実施 していない。

83.I号穴
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85.I号穴実測図



口巧Ⅱ 口τⅢ穴 穴

I号穴の東側に位置する。平面的には隣接するが,床

面の標高は約7.lmで, I号穴 より約1.5m高 い位置に存

在する。玄室の奥壁部がわずかに残 されているのみで ,

全容を推 し測ることはできないが,方形～長方形プラン

を有すると思われる。崖 くずれか,掘削によってほとん

どが失われている。奥壁の幅は198cmを 測 り,奥壁の東

側隅から東壁に沿ってL字状の浅い排水濤が認められた。

また床面には浅い掘 り込みが検出されたが後世のものと

考えられる。

奥壁のさらに奥に一段高 く平面半円形を呈する掘 り込

みが存在 し,若千の円礫が検出された。 この掘 り込みが

横穴に伴 うものかどうか不明であるが,伴 うものとすれ

ば棚状遺構 とでも言 うべきであろう。

この部分の上層は,天丼が早 くから落盤 したらしく,

半円形の掘 り込み部から玄室床面にかけて斜めに堆積 し

ている。

工事中に発見された横穴で,残念ながらほとんど削 り

とられ,法面に三角形の断面があらわれた。奥壁部分が

かろうじて残されたようである。床面の標高は約10mで
,

Ⅱ号穴より約5.3m高い位置に存在 している。

88.Ⅲ号穴断面

87.Ⅱ 号穴

″弄
=ミ

~｀
一ヽ基
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86.I号穴実測図



C区 の 調 査

A・ B区の東側にあたる小群をC区 と称 した。東向き

に切 り立つ崖の下で遺物が出土 したとのことであった。

島根町誌で紹介されいてる5号穴のあた りと考えられる。

このあた りは,山が大 きく削 り取 られてお り,特に崖下

の部分では各横穴とも玄室の一部がかろうじて残 されて

いるという状況であった。

I。 1・ Ⅳ号穴はやや歪みをもつ方形ない し台形プラ

ンを有するものと推定 されるが,壁や天丼について詳細

は不明である。 しか し, I・ Ⅱ号穴とも床面の保存状態

は良好で出土遺物にも目をみはるものがあった。

Ⅲ号穴はその規模と形態から小児用と考えられるが,

検出された位置を考えると考干の疑間も残 る。

V号穴は以前から開口していたもので,平天丼平入と

い う本横穴群中で最 も特異なタイプである。

Ⅵ号穴は I・ Ⅱ号穴の床面 より約 4m高 い位置で,工

事中に発見されたものである。検出された断面は羨道部

らしく,閉塞石 と考えられる石が検出された。

汗

・

89.C区調査風景
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口巧 穴

位置と横穴の形態

大 きく崩れた崖の下に存在する。床面の標高は約8.7

mである。検出された遺構は玄室の一部で,玄室の半分

以上と羨道部等は既に失われている。

床面は平行四辺形状を呈 し,南壁基部に沿った東西の

一辺は248cln,残 された南北の幅は80～ 150cmを 測る。や

や歪みのある方形プランというべきであろうか。北壁と

東壁が残 されていないため,羨道部がどの方向にあった

か不明である。東壁にあたる部分の基部に存在する排水

濤,周囲の地形等から東向きに開口していたとも考えら

れる。

遺物等の検出状況

床面には,径20cm前後の扁平な自然石が敷きつめられ

ていた。敷石をはずすと,西壁基部と東壁基部にあたる

部分で排水濤が検出された。出土遺物には,須恵器,刀

子,耳環,勾玉がある。なお,奥壁近 くの隅に敷石のな

い部分があり,そ こから歯 (?)と思われるものと木質

の遺物を検出した。 (図 95)

土層の堆積状況

天丼部は既に落盤 しているが,玄室内には地山ブロッ

ク混 りの上が堆積 していた。

出土遺物

須恵器 界蓋,外身,台付長頸壷,提瓶,畝が出土 して

いる。それぞれの特徴は表 6の とおりである。必蓋,芥

身のうちには,山陰の須恵器編年 Ⅲ期に属するものも含

まれるが,Ⅳ 期のものが中心となっている。 (図 103-1

～12)

鉄器 小片でかなり銹化の進んだ刀子である。 (図 105-

1)

90.I号穴玄室遺物出土状況

91.I号穴玄室遺物出土状況

92.I号穴玄室遺物出土状況

93.I号穴玄室遺物出土状況
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94.I号穴実測図



麒博）耳環

95.I号穴遺物出土状況部分図

I号穴出土須恵器観察表

06

/

表 6

96.I号穴玄室遺物出土状況

97.I号穴玄室遺物出土状況

番

号 器  種
法  (cnl)

胎 土 焼  成 色  調 備 考口 径 胴 径 1底 径 1器 高

1 芥 蓋 130 細砂を含む 良  好 暗 灰 色 民魯:羮金拿番号ヨ雪́阜覇魯量手:蔀召穀妥今
ラ記号

12,7 細砂を多 く含む
色
色

白
灰

灰
黒 暴ザ 争

1条の況線 がある。外向―天丼部 ヘ ラケズ リ,下部 巨

内而 一回議 ナデ

細秒を多く合む
大粒の砂もある

色
色

灰黒
灰

部晉肇 チ夢
干肉傾気味である。外面 ―天丼部 ヘ ラケズ リ,下

内面 一回転 ナデ

4
推定
20 7 大粒の砂を含む

色
色

灰暗
灰 界各生雷藝ヂ宇F錯舎全出雲ア芸。

5 ネ 身 11.8
(受部)

147 細砂を多 く含む
色
色灰

灰
黒 衡冨

=土
載目霰す季1醒課3乙穿季リ

6 10,7
(″ )

134 4.2 密 暗 灰 色 衡冨
=士
獣目霰チ季1置彗3三穿季リ

7 (〃 )

123
細砂を含む
大粒の砂もある

灰   色 待署
=告
雲写夢

ナデ,下部ヘラ切り後静止ナデ

8 126 密
局 含 か つ く。

外面 一回転 ナデ
内雨 ―回転 ナデ

9 台付長預童 187 細砂を多 く含む 灰 白 色
再啓告書底こ昌蚕者こ子ま

火号ゲ安

'°

外面 一 日縁～胴上斗

提 瓶 大粒の砂を含む 暗 灰 色 昂啓:書騒:震笥盲豊テヨF胎囁香るガ察身稗目
琺 10,0 細砂を多 く含む 灰 白 色 属尊≧:羞全聾罫自曇二含子

9辛野;tタテ
'贅

リ
76 密 灰   色 深識堡占籍7娑

線がある。底部に高台がつく
内 面 ― 同 簾 チ ギ
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100.I号穴玄室

99.I号穴玄室 101.I号穴玄空
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-         40                1ocm

103.I号穴出土須恵器実測図

11

▼ 三

104.I号穴出土須恵器
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耳環 3個出上 している。 (図105-2～ 4)2は金がわ   んでおり,金環か銀環が不明である。長径3.Oclll,短径2.6

ずかに残る金環である。長径2.Ocll,短径1.8clll,大さ0.3   clll,太さ0.5～0.6calを 測る。

～0.5clllを 測る。 3は金環か銀環か不明である。長径3.0   勾玉 水晶製の勾玉が 1個出上 している。長さ2.5911,

cln,短径2.6clll,大 さ0.4～ 0.7calを 測る。 4はかなり傷   厚さ0.4～0.6Qllを 測る。(図105-5)

域◎ 《⊃ 99建 5

0               5cm

節

〉

２

　

　

　

　

　

　

　

　

５

恥

106.I号穴出土遺物
105.I号穴出土遺物実測図
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口巧Ⅱ 穴

位置と横穴の形態

C区の北端に位置する。崖面に床の断面がみられたこ

とから横穴の存在が判明した。床面の標高は約8.5mで

ある。玄室床面の半分が残され,北北東の方向に開口し

ていたと推定される。中心部の残された長さは145cm,

奥壁基部の幅は205clllを測 り,両側壁は奥壁に対 して鈍

角に開く台形状のプランをもつ。奥壁はやや内傾 しなが

ら,両側壁は湾曲して立ちあがり,やや胴がくれのする

タイプである。天丼は崩落 しているため不明である。壁

の基部には排水濤がめぐらされている。

遺物等の検出状況

床面の南側には径 5 cHl前後の玉砂利が敷かれ,玉砂利

の縁辺には人頭大以上の扁平な石が検出された。出土遺

物には,須恵器,大刀,刀子,鉄鏃,鉄斧,耳環,勾玉,

切子玉がある。大刀のうち1口 は残欠で,短頸重の下に

折れてくの字状になっていた。追葬時に移動させたのか,

落盤によるのかは不明である。

土層の堆積状況

天丼が落盤 しているため,地山プロック混 りの粘土が

床面から約80clll堆積 していた。この部分は,奥壁の残存

している高さに相当し,固 く締まった土層であった。

出土遺物

須恵器 芥蓋,不身,高芥,短頸壷,磁が出土している。

それぞれの特徴については表 7の とおりである。山陰の

須恵器編年Ⅲ期,Ⅳ 期に属する。必蓋,芥身,高界はⅢ

期のものが多い。(図117-1～ 14)

大刀 2口 出土 しいている。(図 119-1・ 2)1は全長58

cln,刃幅2.8clll前後の直刀である。片関のものであるが,

銹化が著 しく目釘等は不明である。刀身のみで把頭,輪

金具等は検出されなかった。 2は前述のとおり折れてく

の字状になっていた大刀の残欠である。残った全長25.5

cm,刃幅2.7cln前後を測る直刀である。刀身に木質が付

107.Ⅱ 号穴玄室土層堆積状況

108.Ⅱ 号穴玄室遺物出土状況

109.Ⅱ 号穴玄室遺物出土状況

110.Ⅱ 号穴玄室遺物出土状況
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C、 十A
1ヽ

―――一 L=〓946.3cm

①表土
②黄色土(やわらかい)

③小カ ック入黄褐色土
④小ラ柏ック入褐色粘土
③地山カ ック入暗茶褐色粘土
③暗茶褐色粘質土
⑦茶褐色粘質土

ヽ
ヽヽ
ｏ

ｒ
、
。
３
ｂ
３

111.Ⅱ 号穴実測図
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113.Ⅱ 号穴大刀出土状況 115.Ⅱ 号穴耳環出土状況

114.Ⅱ 号穴大刀出土状況 116.Ⅱ 号穴切子工出土状況
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のつ くタイプと考えられる。茎の部分に木質が付着 して

いる。 5は刃幅4,3clll,長 さ9。 9clllを 測る鉄斧である。銹

化が著 しく詳細は不明であるが,柄を装着する部分がう

すいように思われる。

耳環 2個出土 した (図 119-6。 7)6は金環か銀環か不

明である。長径3.Oclll,短径2.5clll,太さ0.3～0.5を測る。

着 し,部分的に銅板を巻いた輪の部分が残されている。   7も 金環か銀環か不明である。長径2.9all,短径2.5cnl,

また,幅0.3clll,厚 さ0.2cHlの 断面かまばこ形の銅製 リン   太さ0.4～ 0.5allを 測る。

グが銅板に接 して巻かれている。責金具か足金具であろ   玉類 メノウ製の勾玉と水晶製の切子玉が出土 した。

う。鋼板には部分的に金が残 り,金銅装の立派な大刀で   (図 119-8～13)8の勾玉は長さ2.8qll,厚 さ0,3～0.6clll    t

あったと思われる。 を測 る。穿孔は片面から行っている。 9～ 13の切子玉は

鉄器 大刀以外に刀子,鉄鏃,鉄斧が出土した。 (図119   いずれも同一方向から穿孔 している。各玉の寸法は表 8

-3～ 5)3は刀子の残片で,残された全長5,lclllを 測る。   のとおりである。

墓の部分は次第に細 くなるややあいまいな片関タイプで

ある。木質が付着 している。 4は細根式の鉄鏃である。

鏃の部分が折れているため詳細は不明であるが,か えり    表 8 1号 穴出土切子工の寸法     ∝位:m)

番 号
長 さ

(中 心 で )

最 大 径

(平行する面の間)

孔 の 径

大

9

2.9

表 7 1号穴出土須恵器観察表

番

号
器  種

法 (cH)
胎 土 焼  成 色  調 備 考

口 径 胴 径 1底 径 1器 高

1 不   蓋
推定
12 6

推定
37 砂粒・石英を含む 良   好 灰  色

砂片。肩部に 2条の沈線,内面 口縁付近に 1条の四線がある。
外面―天丼部静止ナデ,下部回転 ナデ
内面―天丼部静止ナデ,下部回転ナア

2 砂粒を多く含む
籍 七き§蚤軒曇

場'湘 F肇 臨 響
聯 があ税

3 12.2 密 暴醤:き姦争誓経争事拌♀覇舌垂子芸
がある。

定

・
２

推
１２

推定
4.3 砂粒・石英を含む 舞雪と露写ξす屏奏

'P祭

餘8墓ゲ多がある。

5 不   身
推定
11.0

(受部 )

推定
14_2

定

・
７

推
４

細砂を含む 黒 灰 色
破声。
外面―上部回転ナデ,下部ヘラケズ リ
内面一回転ナデ

(″ )

13.7 灰  色 待唇三告嚢軍琴
ナデ,下部静止ナデ

7
( ″

＆
)

密
外面―上部回転ナデ,下部静止ナデ
内面一回転ナデ

定

・
３

推
Ю

″繊
囲

織
関

細砂を含む 暗 灰 色 界各生雷裂丁Fの
つけ根に1条の沈線がある。

内面一回転ナデ

高   芥
(脚 )

99
細秒を含む
大粒の砂もある

灰   色

哄 戸 。 殆 那 外 国 の 屈 田 部 に 1条の 塊 線 が あ る。 脚 部 に 三 角 形 す か し

2が ある。
外面一回転ナデ

自 然 釉
九ミあ、お、ス

を入れるためと思われるヘラの痕跡がある。
外面―上部回転ナデ,脚と接合部回転ナデと静止ナデ

11 砂粒を含む 灰  色

不部は大きくひろがる。

待唇三告肇1響
部回転ナデ,外部下面ヘラケズリ

短 頚 壷 6,7 細砂を含む 黒 灰 色
1部 下半にヘラ記号。
面一上部回転ナデ,下部ヘラケズ リ
面一回転ナデ

醜 12.2 密 灰  色 丹雷どこ欝哲≧李享最ヂ多,2奮鋒餐ず字臭b

推定
90 8,7 跡がある。

外面―胴部より上回転ナデ,底部ヘラケズリ
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117.Ⅱ 号穴出土須恵器実測図

118.Ⅱ 号穴出土須恵器
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119,Ⅱ 号穴出土遺物実測図
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6                  7

木  質
120.Ⅱ 号穴出土遺物
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口τⅢ 穴

Ⅱ号穴の南にⅣ号穴との間で検出された。床面の標高

は約7.2mで ある。最大幅80cm,奥行42cll,高 さ58clllを

測る長楕円形のプランをもつ小穴である。床面は少 し掘

り窪められ,閉塞石とか遺物は全 く検出されなかった。

AI号と同様に小児用のものと考えられるが,前述のよ

うに検出された位置などから疑間も残る。

――――一――――― H==820.3cm

ｍ

ｌ

121.Ⅲ号穴実測図

122.Ⅲ号穴
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口τⅣ 穴

Ⅲ号穴の南に位置す る。床面の標高は,約7.3mで あ

る。東向きに開口する横穴と考えられる。玄室の一部が

かろうじて残されていた。奥壁と推定される部分の幅約160

cm,北側壁の長 さ100cln,残 された壁の高さ30～ 50clllを

測る。奥壁に対 して北側壁は鈍角に開 く。幅10～20cllの

浅い排水濤が壁沿いに検出された。

堆積 していた土は,後世の流入上で遺物等は全 く検出

されなかった。以前開口した時に持ち去 られたのである

うか。

――――――L==780.3cm

123.Ⅳ 号穴実測図
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口巧V 穴

CI号穴から約 8m南に寄 った部分に位置する。ほぼ

垂直に削 り取 られた崖の据部に開口する。かっては蚕の

飼育室 として利用 していたとい う。床面の標高は約7.5

mで ある。主軸に沿 って全長272cmを 測 る。羨道部は長

さ146clll,幅 60clll前 後,高 さ100cm前後を測る。両側壁に

削り込んだ部分があ り,浅いピッ ト状のものが認められ

るが, これは蚕飼育の際に扉をつけるために加工 したと

のことである。玄室は奥行126clll,最 大幅206clll,奥 壁の

高さ100cmを測 り,羨道方向に対 して直角方向に長いタ

イプである。床面の壁際に浅いピット3が穿たれ, ピッ

トと対称的な位置に扁平な石が置かれていた。どのビッ

トにも石が置かれ棺台として利用 されたと推定 もできる

が,不明である。天丼部はほとんど崩落 しているため ,

詳細は不明であるが,平天丼平入のタイプである。

出土遺物については,何ら言い伝えもない。

本横群中で最 も特異なタイプである。周囲の地形など

を考慮すると,後世のもの,ま たは再加工 とも考えられ

る。今後の検討を要する。

125. V号穴

126.V号穴南側壁

127,V号穴玄室奥壁
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―――――――L==783.3cm
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128.V号穴実測図



口巧Ⅵ 穴

I・ Ⅱ号穴より約 4m高 く,床面の標高は約11.5mで

ある。工事中に発見されたもので,羨道部あるいは前庭

部と思われる部分が露出 した。幅75cm,残存 している側

壁の高さ約80clmを測る。閉塞石と考えられる板状石や人

頭大前後の自然石がみられる。羨道部とすれば,天丼部

は落盤 していることになる。遺物は検出れさなかった。

これ以上破壊されることがないので,発掘 しなかった。

完全と言えないまでも,良好な状態で残されていると考

えられる。

―― ―
― L=13.27m

lm

129.Ⅵ号穴
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130.Ⅵ号穴実測図



Ⅲ . ま

本横穴群の構成

島根町誌の記述によると,か って 5穴が開口していた

らしい。その うち 2穴が残 され,同町誌には 3号横穴

(本報告ではA�号穴)が 図と共に紹介されている。他

の 3穴については不明である。今回の調査で確認 した遺

跡は,横穴20穴 (横穴かどうか疑わしい屯の 5穴を含む)

と土猿 1基である。崖や斜面に沿って約45mの範囲で横

穴の存在を確認 した。A区Ⅳ・ Ⅶ・ Ⅷ号穴が並んで検出

された平坦面の続きがMll号穴より西側部分に延びている

こと,CⅥ 号穴より南の部分に横穴存在の可能性を示唆

する地形のあることなどから,全体で30穴 を越す横穴群

と考えることもできる。調査の結果,横穴群全体として

は保存状態は決 して良 くないが,意外と各横穴の床面は

比較的よく残されていることが判明した。

本横穴群内の各横穴の配置についてみると,全体が整

然とした単位群に分かれるとまで言えないが,あ る程度

のまとまりがみられる。横穴の穿たれた高さを比べてみ

ると①AⅣ・ Ⅶ・ Ⅷ号穴,②AV・ BⅢ 号穴,③A�・

E室董≡三三三:昌目[三三二三三二::::ささ:ミ)1

と

BI号穴はそれぞれがほぼ同一レベルに存在している。

特に①の横穴は近接して存在していることから,直線配

置の単位群として捉えられる。

横穴の形態と時期

各横穴の形態はまちまちであるが,玄室の床面と壁や

天丼の構造からおおよそ次のように分けられる。

a 玄室床面方～長方形,横断面三角形テン ト型 (四注

式系,三角形断面),妻入

b 玄室床面長方形,平天丼,妻入

c 玄室床面長方形,平天丼,平入

d 玄室床面長方形,丸天丼,妻入

e 玄室床面方～長方形または台形,天丼部構造不明

f 長精円形プランの横穴

aタ イプのものはA区の高い位置に並ぶものに多 くみら

れる。また, このタイプは羨道部の横断面が精円形,鶏

卵形を呈すが床面がU字状に窪む点に特徴がある。 b,

c, dタ イプについては,それぞれ 1穴ずつあり, cタ

イプは本横穴群中で最 も異質のものである。 eタ イプの
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131.以前から出土 していた須恵器実測図



132.宮尾横穴群配置図
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表 9 宮 尾 横 穴 群 一 覧

区 番 号 図番号 横 穴 の 形 態 主な出上遺物 時 期 備 考

A

I 長楕円形プラン な  し 不  明 小児用か。

Ⅱ 長精円形プラン な  し 不  明
小児用か。
Ⅳ号穴と一体のものか。

Ⅲ
方形プラン

横断面三角形妻入 テント形 (推定)

須恵器,上師器 ,

刀子,鉄鏃,耳環

期

期

Ⅲ

Ⅳ

玄室内に板状石と玉砂利を敷 く。羨道部
床の横断面はU字形にくぼむ。

Ⅳ
長方形プラン

横断面三角形妻入 テント形 (推定)

須恵器,鉄鏃,耳
環

Ⅳ 期 羨道部の横断面楕円形か。

V
方形プラン

横断面三角形妻入 テント形
須恵器,刀子,耳
環,勾玉

末

期

期Ⅱ

Ⅳ
羨道部の横断面鶏卵形。

Ⅵ 奥壁のみ な  し 田期 ?
横穴でない可能性もある。 Ⅲ号穴と一体
のものか。

Ⅶ
方形プラン

横断面三角形妻入 テント形 (推定)

須恵器,大刀
Ш期末

Ⅳ 期

前庭部から玄室にかけて床の断面はU字
形にくぼむ。

Ⅶ 不  明 須恵器片 Ⅳ期 ?
前庭から羨道部にかけてのみ発掘,前庭
より羨道の幅が広いか。

Ⅸ 不  明 な  し 不  明
前庭あるいは羨道部の断面を工事中に発
見した。土壊または濤状遺構の可能性も
ある。

X 不  明 な  し 不  明

Il
方形プラン

丸天丼妻入 (推定)

な  し 不  明
工事中発見。以前開口していたが後に埋
めたと言 う。

B

I
長方形プラン

平天丼妻入 ?
な  し 不  明

以前から開口,物置として禾J用 していた。
後世の加工痕もある。

Ⅱ 方形～長方形プラン (推定) な  し 不  明

Ⅲ 下  明 な  し 不  明 工事中発見。

C

I 歪みのある方形プラン (推定 )
須恵器,刀子,耳
環,歯 ?,木質

期

期

Ⅲ

Ⅳ
玄室に扁平な自然石を敷いている。

Ⅲ 台形状プラン
須恵器,大刀,刀
子,鉄鏃,耳環 ,

勾玉,切子玉

期

期

Ⅲ

Ⅳ
玄室に玉砂利を敷いている。

121 長楕円形プラン な  し 不  明 小児用か。

Ⅳ 方形プラン な  し 不  明

V
長方形プラン

平天丼平入
な  し 不  明

羨道部が長い。
後世の加工か。

Ⅵ 不  明 な  し 不  明
工事中発見。羨道部または前庭部の断面
のみを検出。
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表10-1 島根半島 (島根町 。鹿島町・美保関町)の横穴

番

号 地図番号 名 称 所  在  地 概 要 備 考

ユ 亀田横穴群 島根 小波 亀田 3群 6穴 島根町誌

第 1支群
3穴 ,

線
丸天丼, 2号穴は天丼中′b部に凹

出土遺物は東京国立博物館

第 2支群 2穴,丸天丼 人骨

第 3支群 3穴,丸天丼 2穴消滅

官尾横穴群 島根 。大声 。小具 30穴以上存在 ? 島根町誌,本報告

3 K7 寺の奥横穴群 鹿島 。上講武 菅田考古15,16

-1 清水支群 清 水 7穴確認

-2 長谷支群 長 谷 16 穴

4 K9 恵谷横穴群 鹿島・北講武 恵 谷 丘陵突端
菅谷考古16,御津貝塚横穴
群発掘調査報告書 I

半 壊-1 1号 穴 整正家形,妻入,須恵器,上師器

-2 2号 穴 整正家形,妻入,須恵器,上師器 半 壊

-3 3号 穴 整正家形,妻入,須恵器,土師器 半 壊

Kll 清水の奥横穴群 鹿島 。南講武・下組
5穴以上,丸天丼,三角形断面,平入,

須恵器
菅田考古16

6 K13 嵐廻横穴群 鹿島 。名分・嵐廻 上砂流入,山腹 7穴

7 K16 芦谷横穴 鹿島・北講武・声谷 山腹,平天丼 菅田考古16

K18 一矢横穴 鹿島 。名分・一矢 玉  類

K23 田中の奥横穴 鹿島・名分・湯戸 1穴以上

K24 かまの横穴 鹿島 。名分・湯戸 丘陵尖端,不群 (土砂流入 )

K27 峯谷寺の横穴群 鹿島・佐陀本郷・峯谷 丸天丼

岩戸横穴群 鹿島・佐陀宮内

K29 声山横穴群 鹿島・佐陀宮内 呂 山 2 穴

-1 1号 穴 須恵器

-2 2号 穴

兎山平横穴群 鹿島・佐陀宮内

K32 寺尾横穴群 鹿島・恵曇町・寺尾 面円形,胴ば りのある長方形 プランと台形プ 鹿島の遺跡小集

K34 才の奥横穴群 鹿島。名分・才の奥 山腹 2穴,須恵器,人骨 破 壊

K59 茶畑横穴群 鹿島 御津 茶畑

-1 1号 穴 不  群

-2 2号 穴

御津貝塚横穴群発掘調査報
告書 I

-3 3号 穴 三角形断面,平入

-4 4号 穴 不詳,土師器

K62 峯谷寺の奥横穴群 鹿島・佐陀本郷・峯谷 山腹 2穴
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表10-2
番

号 地図番号 名 称 所  在  地 概 要 備 考

K79 中尾谷山横穴 鹿島・南講武 整正家形 1穴 菅谷考古16

K81 御津貝塚横穴群 鹿島・御津 第 1支群 4穴,第 2支群 5穴 第 1支群消滅,御津貝塚横
穴群発掘調査報告書 I

-1 第 1支群 1号穴
三角形断面,平入,須恵器,鉄製品,土
師器,人骨

-2 第 1支群 2号穴
三角形断面,平入,箱式棺,須恵器,上
師器,人骨

-3 第 1支群 3号穴 三角形断面,平入,須恵器

-4 第 1支群 4号穴
三角形断面,平入,須恵器・土師器片
金環,磁器片

K82 免目横穴群 鹿島・佐陀宮内 2穴以上

女男岩横穴群 美保関・森山 。女男岩 8 穴 美保関町誌

1号 穴 四注式系,三角形断面,平入,須恵器

2号 穴 四注式系,三角形断面,妻入,須恵器

3号 穴 丸天丼系,半球形

4号 穴 丸天丼系,半球形

5号 穴 丸天丼系,半球形

6号 穴 丸天丼系,半球形,須恵器

7号 穴

8号 穴

殿川内横穴群 美保関 森山・殿川内 3   グ< 美保関町誌

1号 穴 四注式系,三角形断面,妻入

2号 穴 四注式系,三角形断面,妻入

3号 穴

122 片江横穴群 美保関・片江 。深浦 8穴確認 美保関町誌

1号 穴 四注式系,整正家形,平入

2号 穴 丸犬井系,方形断面

3号 穴 丸天丼系,半球形

4号 穴 四注式系,整正家形,平入

5号 穴 丸天丼系 ?

6号 穴 丸天丼系,半球形

7号 穴 丸天丼系 ?

8号 穴 丸天丼系 ?

菅浦横穴群 美保関・菅浦 美保関町誌

駒喰横穴 美保関・森山・駒喰
四注式系,三角形断面,妻入,須恵器,

人骨
美保関町誌

中峰山横穴 美保関・海崎 須恵器 美保関町誌,消滅 ?

地図番号は「島根県遺跡地図I(出雲・隠岐編)」 (昭和62年 3月 発行)の番号
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ものは, aタ イプに属するかと思われるものもあるが定

かでない。 fタ イプは前述のように小児用と考えられる。

須恵器を出土 したほとんどの横穴はⅢ期とⅣ期の両方

のものがみられるが,Ⅳ 期の土器 しか出上 していない横

穴もある。完全な形で残された横穴は皆無であったこと

から,Ⅳ期の上器 しか出上 しなかった横穴も本来はⅢ期

のものが存在 した可能性がある。本横穴群はⅢ期に穿た

れ,Ⅳ 期の時期に続いて使用されたものが多いようであ

る。

被葬者の地位

発掘の結果,玄室内に板状石,玉砂利,扁平な自然石

を敷いたりするなど被葬者に対 して丁寧に扱っている横

穴もいくつかあった。また,出土遺物をみると,須恵器

の他に鉄器や装身具など豊富な出土量を誇る横穴もあっ

た。なかでもCⅡ 号穴からは金銅装大刀やメノウ製勾玉 ,

水晶製切子玉が出土 し注目をあびた。

横穴は一般庶民の墓と思われがちであるが,最近の研

究では地域住民の中でも「上流」あるいは「 中流」以上

の人物の墓と考えられている。上ヒ較的まとまった平野と

天然の良港から得られる経済力を基盤としたこの地域の

有力者の墓であったと言えよう。

横穴の分布

表10-1・ 2は , これまでに知られている島根半島 (島

根町・鹿島町・ 美保関町)の横穴をとりあげてみた。島

根半島のほぼ全域にわたって横穴の存在が知られている

が,島根町内においては発見例が少ない。大声地区の本

横穴群と野波地区の亀田横穴群が知 られるのみで,加賀

地区では未発見である。今後の調査等によって新発見の

可能性 もあるが,地質との関係 も考えられる。横穴は

当地方ではマサ土と呼ばれる粘 り気のない土に穿たれた

例が多い。本横穴群の穿たれた斜面 tよ 安山岩の風化 した

もので粘 り気のない硬い地質である。
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